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総合的な学習の時間を軸としたカリキュラム・マネジメント

～生徒の資質・能力の教科等横断的な育成～

枚方市立第一中学校

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●「自分にはよいところがあると思う」（全国学力・学習状況調査 生徒質問紙）に対する肯定的評価
の割合が２年間で10pt減少していた。

●自分の意見を発信することにためらいがあり、意見の交流場面に対して難しさを感じていた。
●生徒の自己肯定感が下降傾向にあることが本校の大きな課題として捉え、日々の教育活動をとおして
自己肯定感を高めていくことを取組みの中心に据えた。

●初年度は取組みのターゲットを３年生に絞り、総合的な学習の時間を軸として生徒の学びをコー
ディネートし、２年次に全学年で取組みをスタートした。

●学校全体の取組みとする際、グランドデザインを作成することで、教職員の意識を統一し、教科の
壁を超える仕掛けを作った。

●グランドデザインで示した資質・能力を身につけるために年間計画を見直し、授業改善を推進した。

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

●職員は身につけるべき資質・能力を意識した授業計画をつくることで、学校全体の取組みへと深まった。
●生徒は共に学ぶ姿勢が身につき、積極的な意見交換ができるようになり、「話し合う活動」に関す
るアンケートの強い肯定回答が、14.7pt上昇した。

●他者の意見と自分の意見の違いに気付き、多角的な視点で課題を捉えようとするようになった。
●学校アンケート（保護者）における「先生は子どもの意見や考えを大切にしている」の項目で肯定
回答が12.7pt上昇した。

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）
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総合的な学習の時間を軸としたカリキュラム・マネジメント～生徒の資質・能力の教科等横断的な育成～

枚方市立第一中学校

１．令和元年度（研究初年度）の取組み

（１）研究の概要

（２）３年生の取組みを起点に

（３）３年生の取組みを学校全体の取組みへ

（４）生徒・保護者への発信

２．２年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～

（１）全学年で取組みをスタート

（２）具体的な取組み～１年生～今後の課題

３．次年度に向けて

（１）２年間の成果と課題



１．令和元年度（研究初年度）の取組み

○本校の教育目標

「考える 思いやる たくましく生きる」

○生徒の実態

外部の有識者（関西外国語大学 坂本暢章教授）の助言に基づき、各種アンケートから本校の課題を洗い出し、
特に生徒の自己肯定感が下降傾向にあることが本校の大きな課題として捉え、日々の教育活動をとおして自己肯定感
を高めていくことを取組みの中心に据えた。
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（１）研究の概要

○研究テーマ
学習の基盤となる資質・能力の育成に向け、総合的な学習の時間を軸とし、教科等横断的に組織として教育課程を
編成することで、
①自信をもって学べる子どもの育成
②「表現力（＝聞いて考えたことを自分の言葉で説明する力）」・「コミュニケーション力（＝多様な考え方を持つ人
に対し、自分の意見を臆せずに言えて合意形成を図る力）」の育成
③主体的・対話的な学びの実現による学力向上

○研究仮説
グループで納得解を出させたり、他者の考えを参考にしたりしたくなるような課題や問いを工夫することで、安心して自分の
考えを話すことができる学習環境をつくり、自己肯定感を高めることができる。

枚方市立第一中学校

「自分にはよいところがあると思う」
（全国学力・学習状況調査 生徒質問紙）に対する肯定的評価の割合

H29 72.1％（本校） 70.7％（全国） 【+1.4pt】

H30 77.7％（本校） 78.8％（全国） 【-1.1pt】

R01 62.6％（本校） 74.1％（全国） 【-11.5pt】



○ねらいを絞る

研究初年度は３年生をターゲットに取組みを推進していくこと
とした。総合的な学習の時間を柱として、教科のつながりを学年
会で確認し、効果的に生徒の資質・能力を育成していく計画を
立てた。具体な目標として、「２学期末に、自分達が調べた内
容について自信を持って発表すること」とし、「表現力」「コミュニ
ケーション力」を教科等横断的に育成していくことをめざした。
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（２）3年生の取組みを起点に

○学習形態・学習環境の整備
４人班を基本とした学習形態を推進し、考えたアイデアを書き出す
ことができるよう、各班に１枚のホワイトボード（45×60）を設置した。
例えば、道徳では「家族がドナーカードを記入せずに脳死したときどうす
るか？」（指導案・ワークシートは次ページ参照）などの課題設定を
工夫することで、ホワイトボードに自分の意見を書いたり、班で意見を
まとめたりする仕掛けを作りだし、他者の意見を聞きたくなる発問の工
夫を推進することができた。この発問では、生徒が家庭内に議論の場
を移すなどし、多角的な視点を取り入れようと主体的に学びを進めるこ
とができた。
このように、生徒が主体性を持ち、学びの場を学校だけでなく家庭に
も持つことで、保護者に対する学校アンケート（5件法）の結果では、
多くの項目で肯定的な回答の割合が上昇した。（右グラフ参照）

枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み
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ワークシート

指導案データ



○教科等横断的な視点で、資質・能力、知識・技能をつなぐ

本校では、教科間の内容をつなぐだけでなく、資質・能力や必要とされる知識・技能、学習
技法をつないでいくことを重視した。

国語科では、記述内容から読み取れることを班で協力してホワイトボードにマトリックスでまと
めたり、数学では活用問題の解説をホワイトボードにまとめて説明したり、理科では実験をする
前に今までの知識を使って、実験結果の予想とその根拠を各班がホワイトボードにまとめて発
表したりした。
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○初年度の成果
２学期末には体育館で保護者も交え、全員がポスターにまとめた資料を発表し、自分の見解を述べ、他者からの質問にも自分の
考えを織り交ぜて返答することができた。また振り返りでは「新しい疑問を発見したのでさらに探究したい」などの記述があった。
研究初年度の取組みにより、生徒の主体性が育ち、自分の意見に自信を持って発言し、他者の意見にも誠実に向かい合える生
徒集団となった。生徒の年間の振り返りでは、総合的な学習の時間や道徳についての内容記述が多く、「もっと上手く説明したい」
「高校でも探究活動を続けたい」など前向きな姿勢が伺えた。特に、自我を出すことが苦手であった生徒が「先生たちの授業のおかけ
で、自分の意見を言うことが楽しいと気づくことができた」という振り返りを書いたことは、これまでの取組みの１つの大きな成果であると
考えられる。教員はこれらの成果を実感し、「１年生の頃からこの取組みをすればさらに力がつく」という自信をもって、次年度の取組
みを練ることができた。

枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み

このように、総合的な学習の時間だけでなく、道徳を含めた全教科が４人班の交流を基本とし、意見を出したくなるような発問の
工夫をしたり、理由や根拠を記述させたりし、その意見や記述に対して双方向のやりとりを促し、生徒がこれらの力を使って、自信を
持ってプレゼンテーションができるようにした。このような経過をたどり、生徒は、班学習や発表時に自分の意見を言え、意見の相違が
あったとしても、他者と合意形成ができるようになった。



○学校のグランドデザインを作成する

学校全体のベクトルを揃えるため、取組みを推進する「明確な
根拠」を作ることとした。管理職のリーダーシップのもと、教職員
全員で卒業までにつけるべき資質・能力を策定する「学校のグ
ランドデザイン」を作成した。その目標と資質・能力は教育目標
に基づき、「自ら課題を見つけ、学んだこと、経験したことを生か
して課題解決することができる」「自分自身で考えを持ち、他者
と意見交流することで考えを広げ、深めることができる」の２点と
した。

研究初年度は３年生をターゲットに取組みを推進していくこと
とした。総合的な学習の時間を柱として、教科のつながりを学年
会で確認し、効果的に生徒の資質・能力を育成していく計画を
立てた。具体な目標として、「２学期末に、自分達が調べた内
容について自信を持って発表すること」とし、「表現力」「コミュニ
ケーション力」を教科等横断的に育成していくことをめざした。
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（３）3年生の取組みを学校全体の取組みへ

枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み



○具体的場面の設定

力を発揮する場面を具体化するため、各
学年で各学期にどのような資質・能力を
身につけるのかを明確化した総合的な学
習の時間の計画を作成して共有した。
SDGsを題材として、「３年生で調べたこ
とと自分の考え」をプレゼンテーション形式
で発表し、さらに「行動として実践していく
こと」をゴールとし、教職員が資質・能力の
具体的なイメージを持てるようにした。

○巻き込む力

本校では見直しや新しい取組みについ
て、教員からの肯定的な意見が大半を
占め、「子どものためならやろう」「まずは
やってみよう」「前向きな意見は応援しよ
う」という雰囲気がある。そして、研究指
定を受ける前と比べて、取組みが決定さ
れてからのスピード感が増してきている。こ
れも、生徒の育成するべき資質・能力が
明記された「グランドデザイン」という同じ
目標を持ち、教職員の判断基準が明確
になったことが影響していると考えられる。

8枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み

１年生

２年生

３年生
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○総合的な学習の時間３か年計画

総合的な学習の時間において、各学年、
各学期でつけたい資質・能力を明確にし、つ
けた力を発揮する場面や授業内容をまとめ、
全職員で共有し、教科等横断的に生徒の
力をつけることができた。

この計画に基づき、各学年の総合的な学
習の時間担当者（学習・学力向上部）が
案を作成し、学年会などで、その学年の生徒
がより主体性を発揮できるような発問や課題
の工夫を練り直したりした。

複数の職員が一緒に発問や課題を練り上
げることで、教科の壁を越えて議論を進める
ことができ、職員の貴重な生きた研修の場に
もなった。

また、新型コロナウィルスに係る計画の変更
においては、「この計画に示した『つけたい資
質・能力』をつけるためになにができるか」とい
う幹があるため、授業内容の変更があったと
しても、職員の視点はぶれることがなかった。



新学習指導要領の実施に向け、本校でも授業改善を進めているが、保護者
から、「なぜ班学習なのか」「板書を中心とした授業に戻してほしい」などの意見を
いただくことがあった。

そこで、学校のグランドデザインを生徒・保護者へ公表し、「学力向上の取り組
みNEWS」を新たに発行して、グランドデザインの意味や、なぜ授業が変わるのか
を生徒・保護者へ発信し、ホームページで公表することとした。この「学力向上の
取り組みNEWS」では、ICT機器の導入や学習スタイルの変化など、生徒・保
護者の疑問に答えていけるよう定期的に発信していくこととしている。
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（４）生徒・保護者への発信

枚方市立第一中学校１．令和元年度（研究初年度）の取組み

学校の情報を積極的に
発信していくことで、保護
者に対する学校アンケート
では次のような変化が出て
おり、成果を見とることがで
きたことからも、来年度以
降もこの取組みを継続し
ていく価値を見出している。



２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～

○生徒・教職員のベクトルを揃える

全生徒が同じ目標へ向かうことを目的とし、全学年で「総合的な学習
の時間」を通して、これからの時代を生きていくうえでつけたい力について
明確に示した、共通の「総合開き資料」を使い、全担任が同じ説明を
全生徒にした。生徒にも「３年生で力を発揮する場面」を具体的に示
すことで、生徒全員が“３年生で調べたことと自分の考えをプレゼンテー
ション形式で発表し、さらに行動として実践していくこと”という「ゴール」を
見据えることができた。

○校務分掌の役割

全学年で総合的な学習の時間を充実させ、学校のグランドデザインで
示した資質・能力を育成するため、学習・学力向上部では週に１回の
部会で、各学年の取組みを共有し、進捗状況を確認したり、総合的な
学習の時間の計画を練り直したりした。また、相互参観授業週間を学
期に１回定め、他の教科でどのような取組みをしているのか実際に目に
する機会を作り、教職員が互いに刺激を受けながら、授業を改善してい
けるように工夫している。（右図は相互参観用の授業参観シート）
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（１）全学年で取組みをスタート

枚方市立第一中学校



○取組みの「見える化」

年間単元配列表を職員室内に掲示し、どの教科がいつ、
どのような資質・能力や技能を育成したのかを「見える化」し
た。この取組みにより、教職員は「〇〇でもこの力を使うよ」
と教科間のつながりについて、生徒に声をかけられるようなり、
教科が結びつきはじめ、生徒は授業中に「この前家庭科で
もやった！」と教科間のつながりを見つけられるようになった。

また、異動により新しく着任した教職員は、課題解決や意
見交流を班でスムーズに取り組む生徒の姿を見て「様々な
教科で力をつけているからできることだ」と本校の取組みの進
捗を感じている。

教職員の総括では、「各教科で連携して取組みをすすめ
たため、効果的に力を育成することができた。来年度も継続
していきたい。」「班学習をはじめとする様々な学び方や表現
方法を複数教科で学び、そして結びつけることで、生徒が力
を発揮できた」などの声があがっている。

12枚方市立第一中学校２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～



○１年生の目標

１年生の１学期の総合的な学習の時間では、まず、①SDGsに
ついて知ること、②探究的な学習方法を理解する、の２点から取
組みを始めた。また、力を発揮する場面は、班で協力して説明資
料を作成し、ポスターセッションをワールドカフェ方式で実施し、全員
が自分たちの考えを説明することとした。

○目標を見据えた計画

１年生の総合的な学習の時間第１期の計画は６月から９月
中旬までの３ヶ月半の計画で、この計画に基づき、各教科が授業
において育成した資質・能力を、どのように総合的な学習の時間に
つなげることができるのか、職員室内の単元計画表に書き込んでい
くことで、効果的に生徒の力をつけていく工夫をした。
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（２）具体的な取組み～１年生～

枚方市立第一中学校２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～

1年生総合
学習計画

1年生総合
ワークシート



○教科のつながり

例えば国語の「空中ブランコ乗りのキキ」では
「キキの考えと自分の考え、仲間の考えとの違い
を知ろう」という発問から、「他者の意見と自分の
意見の違い」について多角的な視点を持たせた。
英語ではスピーチテストの前に、「伝わりやすいス
ピーチはどんなスピーチだろう」と生徒に考えさせ
互いに気付き合える場面を作ったり、数学では
活用問題を班で協力して解決し、ホワイトボード
に、他者にわかりやすい説明資料を作成して、
全員が発表したりする機会を継続して持つなど、
発表時に必要な技能を、教科でつけるべき資
質・能力と関連付けながら、学習をすすめていく
ことを意識した。

また、学習技法でも生徒の学びをつなげた。生
徒の課題を共有し、つけるべき力を明確にして、
発表する力を協働的につけることを目的に、ワー
ルドカフェ方式や、各自が責任を持って学び輝く
場面を創出するためのジグソー学習を複数教科
で学習指導要領に則りながら取り入れ、生徒が
より円滑に学べる環境を作り出した。

14枚方市立第一中学校２．2年次の取組み～逆算した計画と教科等横断的な視点～



９月の総合的な学習の時間のポスターセッションの発表では、全生徒が自信をもって取り組むことができた。特に、様々な
教科で「資料を作成して説明する取組み」が生徒の自信や向上心につながっていた。そして班員全員が説明できるように、
生徒たちは協働して学びを進めることができた。この経過が、仲間の説明を聴く姿勢にも好影響を及ぼし、温かい雰囲気を
作り出すことができていた。生徒のふり返りでは「〇班のグラフの説明がわかりやすかった。次はグラフだけではなく、説明も記
入したい。」「仮定に対する自分たちの結論が弱かった。つぎは仮定と結論をつなげたい。」などと記入していた。すでに次の
目標を定めていることからも、生徒にとって良い学習のスパイラルに入っている。
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○取組みの進捗を見取る

生徒の力は「伸びている」と多くの教職員が「感じる」ことがで
きた。学校自己診断アンケート項目「先生は、生徒の意見や
考えを大切にしてくれる」の肯定的回答が、63.4％から
70.9％に上昇したことからも、取組みの成果を見取ることが
できた。しかし、もっと正確にこの取組みの成果や課題を数値
としてふり返ることで、さらに本校の取組みを推進できるのでは
ないかと考えた。

そこで令和２年度からは、年度当初と学期末にアンケート
を実施し、強い肯定の数値を取組みの成果として見取ること
とした。このアンケート内容を集約し、学年会で共有することで、
今後の展望や対策を練ることにつながった。１年生では実際
に、全５問中４問の強い肯定回答が入学当初から12月に
かけて上昇し、特に「中学校に入学してから、話し合う活動を
通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができてい
たと思いますか」の項目では、入学当初から比べ14.7pt上昇
した。この結果は、職員にとって大きな励みになると共に、自
信にもつながった。今後もアンケートを定期的に取り、取組み
の進捗を丁寧に見取ることで、カリキュラム・マネジメントを学
校の「文化」に落とし込み、異動者を含めたくさんの職員が協
力できる環境を作り出していきたい。
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○「大人が変われば子どもが変わる。子どもが変われば大人が変わる。」

２年間の本校の大きな成果は生徒の様子に変化があったことである。１年めは「自信を持って、自分の意見を言うことが
できない」「意見をぶつけ合うことができない」などの課題が多く見られた。しかし、「自分の意見」を言う機会を教科等横断
的に持ち続け、「自分の考えに間違いなんてない」と言い続けることで、生徒は安心して意見を出せるようになり、意見を出
す必要性を感じることができた。指導方法を工夫すれば、子どもの力は伸ばすことができ、「できない」ことも「できる」ようにな
ることを目の当たりにすることができた。そして、「大人（教員）の指導方法が変われば子ども（生徒）が変わる。そして、
子どもが変われば大人も変わる。」という成功体験をもとに、２年次の取組みを力強く推進することができた。大人同士で
気づき合えることも、子どもから気づかされることも多々あった。たくさんの人を巻き込めば巻き込むほど、多くの変化が現れる
可能性を秘めている。これからもできるだけたくさんの人を巻き込み、学校の取組みが深化していくことをめざすつもりである。

○教科の壁を超える

道徳や総合的な学習の時間の授業について、より考えが巡るような主発問を学年全体で協議することで、各教科の授
業が生徒に主体性を持たせるよう改善されることは大きな発見であった。たくさんの教職員が関わる総合的な学習の時間を
軸として、各教科内の活動内容がより生徒主体のものへと変化し、つけたい資質・能力を意識するようになった。教科の壁
を越え、授業の主体が生徒へと移り変わっていく過程を本校が歩んでいるように感じる。
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○既存の取組みの見直し

学校のグランドデザインに基づく
授業改善を進める中で、学校の
既存の取組みの見直しも加速し
た。グランドデザインで示した生徒
につける資質・能力と合致させるた
めに、朝読書のあり方や、修学旅
行を含む校外学習についても見
直しを図り、「何を身につけ、何を
学ぶのか」「3年間でどう系統立て
るのか」という視点で議論を交わす
ことができている。また、生徒が主
体的に学校を変えようとする力も
芽生えだし、例えば生徒会を通じ
て「テスト範囲の公表時期を早め
てもらい、計画的に学習を進めた
い」という要望を叶えることができた。
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○数値としての成果

前述のアンケート結果のとおり、５項目中４項目で強い肯定的な回答が上昇しており、取組みの成果が伺える。しかしな
がら、本校の取組みの成果をアンケート数値で見取るには、取組みが途中段階であるため、分析しきれているとは言えない。
この取組みを継続し、一過性のものではなく、経年比較や同一集団比較までできるよう、学校の「文化」にまで落とし込むこ
とが本校の課題である。

○最後に

カリキュラム・マネジメントの研究を進めることで、学校全体のビジョンや「つけたい資質・能力」を明確にし、教職員・生徒が
同じベクトルで取組みを推進することができた。教職員や教科が各々で生徒の力をつけるのではなく、計画的に組織的に力
をつけることで、生徒は力をより効果的に身につけることができている。生徒が自己肯定感をもって学び続けられるよう、この
取組みを継続し、本校の文化としていきたい。
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